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【改訂】第 2 版（2010-03-16）
【科目】[ 交通工学 II]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・5 年次
【担当教員】

野村 和広

【授業目標・教育方針】
道路の幾何構造に関する知識を習得することを目標とする。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は、22.5 時間である。
道路の幾何構造（横断面の構成、線形、勾配等）の主要項目に関して基礎から学習する。幾何構造におけるスペック
はマニュアル化されたものであるが、その根拠・背景に時間の許す限り遡り、これからの改正に対応できる素養の養
成を行う。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：わかり易い土木講座 ( １２ ) 道路：伊吹山・多田・栗本：彰国社
この教科書は 4 年「交通工学Ⅰ」においても使用したものである．
教材：適宜プリントを配布する

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：[ 交通工学 II]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 路線計画 路線計画の概要、道路景観、環境アセスメントについ
て学習。

第 2 回 設計速度・設計車両 道路建設における幾何構造の位置付け、および設計速
度の役割について学習

第 3 回 幅員構成 (1) 可能交通容量・設計交通容量および設計基準交通量等
について例題をもとに復習し、車道幅員を確認する。
車道部を構成する中央帯・路肩の機能・スペック、環
境施設帯について学習

第 4 回 幅員構成 (2) 第 3 回の継続
第 5 回 建築限界 建築限界。例題をもとに側方余裕幅等の交通容量関連

についても学習
演習問題処理

第 6 回 曲線半径 曲線半径、片こう配、設計速度の関係式を導出。
第 7 回 片こう配の最大値と曲線長 ショーツ式およびショーツ補正式における遠心加速度

および変化率。片こう配の最大値を導出。
曲線長の必要性について学習し、道路交角が 7 度以上
のケースにおける必要曲線長を検証。道路交角が 7 度
未満の必要曲線長および曲線部の拡幅について学習

第 8 回 定期試験 答案返却および解説
第 9 回 クロソイド (1) 緩和区間の必要性について学習。クロソイド曲線の基

本式を導出し、特性を把握
第 10 回 クロソイド (2) 色々な型のクロソイド設置の演習。凸型クロソイドを

もとに、第 8 回で使用した基本式を導出
演習問題処理

第 11 回 クロソイド (3) 最小クロソイドパラメータの決定法について学習 演習問題処理
第 12 回 縦断曲線 (1) 縦断曲線の設置理由について学習し、基本式を導出
第 13 回 縦断曲線 (2) 最小縦断曲線長および縦断曲線設置の演習 演習問題処理
第 14 回 交差および

立体線形
平面交差・立体交差の計画基準および改良。
平面線形と縦断線形の重ね合わせに関する諸原則につ
いて、図をもとに学習。

第 15 回 定期試験 答案返却および解説
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